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二
期
目
を
め
ざ
す
町
長

と
し
て
、
体
制
強
化
の

た
め
組
織
改
革
が
必
要
で
は
な

い
か
。
副
町
長
制
度
を
導
入
し

町
長
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
た
ら

い
か
が
か
。
外
部
か
ら
の
招 
聘 へい

等
、
今
か
ら
熟
慮
さ
れ
て
は
。

自
治
法
の
改
正
に
よ
り

助
役
に
替
わ
る
副
町
長

制
の
活
用
も
考
え
、
収
入
役
・

出
納
長
が
廃
止
と
な
る
の
で
、

行
革
の
一
環
と
し
て
、
来
年
４

月
以
降
は
臨
み
た
い
。

公
務
員
は
立
派
な
人
だ

と
い
う
認
識
が
一
般
住

民
に
あ
る
中
、
も
っ
と
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
に
努
め
、
能
力
査
定
、

目
標
管
理
、
年
功
序
列
の
廃
止

等
人
事
も
含
め
て
新
鮮
さ
が
活

力
を
生
む
と
思
う
が
。

目
標
を
設
定
、
自
己
査

定
と
倫
理
観
も
含
め
て

評
価
し
、
意
識
改
革
の
徹
底
、

年
功
序
列
の
廃
止
で
優
秀
な
職

員
を
登
用
し
て
い
き
た
い
。

七
月
に
発
覚
し
、
県
政

を
ゆ
さ
ぶ
っ
た
裏
金
問

題
は
、
町
に
は
無
い
と
明
言
で

き
る
か
。全

庁
体
制
で
チ
ェ
ッ
ク

し
た
が
無
い
。
職
員
の

意
識
改
革
の
徹
底
、
内
部

チ
ェ
ッ
ク
の
充
実
等
人
事
管
理

を
し
て
い
く
。

道
路
周
辺
の
美
化
、
交

通
支
障
対
策
は
。

樹
木
の
伐
採
、
雑
草
の

刈
取
等
で
対
処
す
る
。

道
路
整
備
に
基
準
は
あ

る
の
か
。

農
道
３
ｍ
巾
の
も
の
は

軽
舗
装
、
防
塵
舗
装
で

の
対
応
も
考
え
ら
れ
る
。

道
路
の
白
線
消
え
等
美

観
が
悪
い
。
砂
利
採
取

後
の
出
入
口
の
白
線
消
え
は
誰

が
元
に
復
元
す
る
の
か
。

業
者
が
元
に
復
元
す
る

よ
う
指
導
す
る
。

樹
木
に
病
害
虫
の
発
生

が
多
く
、
毛
虫
の
新
種

で
外
来
種
で
は
な
い
か
、
そ
の

対
策
は
。ア

メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ

の
幼
虫
で
年
三
回
発
生

す
る
。
池
田
小
学
校
、
三
町
大

橋
の
桜
に
大
量
発
生
し
た
。
そ

の
為
、
消
毒
等
を
指
示
し
た
。

●組織改革による活性化

●道路整備について
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白線が消えてる

池田小学校正門付近の桜

交差点周辺の雑草


